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火山影響評価火山影響評価火山影響評価火山影響評価についてについてについてについて

「原子力発電所の火山影響評価ガイド」より抜粋，一部加筆

� 女川原子力発電所への火山影響評価を行うため， 「原子力発電所の火山影響評価ガイド」に沿って，下図のとおり立地評価と影響評価の２段階で

行った。

� 立地評価としては，「原子力発電所へ影響を及ぼし得る火山の抽出」及び「抽出された火山の火山活動に関する個別評価」を行い，影響評価として

は，「原子力発電所に影響を及ぼし得る火山事象の抽出」を行った。

� なお，本資料では，原子力発電所の安全性に影響を及ぼす可能性のある火山事象の抽出までとした。

評価の概要

【立地評価】

� 原子力発電所に影響を及ぼし得る火山

として10火山を抽出。

� 抽出された火山の火山活動に関する個

別評価を行い，設計対応不可能な事象

が発電所に影響を及ぼす可能性はない

（モニタリング対象外）。

【影響評価】

� 評価すべき降下火砕物の層厚は10cm。

� 降下火砕物以外に影響評価すべき火

山事象はない。

本資料で説明する範囲

第７３回原子力発電所の新規性基準適合性に係る審査会合（平成

26年1月28日）資料２より抜粋

東北電力（株）女川原子力発電所２号機の申請内容に係る主要な論

点

9.敷地への火砕流等の到達の有無に関して、詳細な地形・地質調査

結果を提示すること。
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１１１１．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山火山火山火山のののの抽出抽出抽出抽出

１．１ 敷地を中心とする半径160kmの範囲の第四紀火山

１．２ 原子力発電所に影響を及ぼし得る火山
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１１１１．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山火山火山火山のののの抽出抽出抽出抽出 【【【【概要概要概要概要】】】】

� 敷地を中心とする半径160kmの範囲を対象に，文献調査等により第四紀に活動した火山（以下，「第四紀火山」という。）の抽出を行った。

本章で説明する内容

「原子力発電所の火山影響評価ガイド」より抜粋，一部加筆
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１１１１．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山火山火山火山のののの抽出抽出抽出抽出

１１１１．．．．１１１１ 敷地敷地敷地敷地をををを中心中心中心中心とするとするとするとする半径半径半径半径160km160km160km160kmのののの範囲範囲範囲範囲のののの第四紀火山第四紀火山第四紀火山第四紀火山 【【【【地形図地形図地形図地形図とのとのとのとの対応対応対応対応】】】】

火山名および最新活動時期は，中野ほか編（2013）による。

※1 H：完新世，Q3：後期更新世，Q2：中期更新世，Q1：前期更新世後半，

G：前期更新世前半

火山名

最新

活動時期

※1

敷地からの

距離(km)

青ノ木森 G 134 

松倉山 G 126 

川尻三森山 G 111 

焼石岳 Q2 102 

鳥海山 H 148 

甑山 Q1 123 

小比内山 Q2 109 

高松岳 Q2 100 

栗駒山 H 87 

鬼首カルデラ Q2 85 

鳴子カルデラ H 76 

赤倉カルデラ G 85 

向町カルデラ Q2 94 

肘折カルデラ Q3 117 

月山 Q2 129 

薬莱山 Q1 72 

七ツ森カルデラ Q1 64 

船形山 Q2 77 

安達 Q3 76 

大東岳 Q1 86 

神室岳 Q1 90 

雁戸山 Q2 92 

青麻山 Q2 85 

蔵王山 H 97 

三吉・葉山 G 107 

白鷹山 Q1 117 

笹森山 G 130 

吾妻山 H 140 

安達太良山 H 136 

磐梯山 H 153 

猫魔ヶ岳 Q1 156 

敷地を中心とする半径160kmの範囲の第四紀火山一覧

敷地を中心とする半径160kmの範囲の地形図

� 敷地を中心とする半径160kmの範囲には，下表のとおり，３１の第

四紀火山がある。

� これら３１の第四紀火山は，盛岡～石巻，仙台～中通り（福島）に

かけての低地帯よりも西側に分布し，脊梁山地を構成している。

� 敷地は，火山フロントより約60km東側に離れた北上山地南端部

の牡鹿半島に位置している。
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１１１１．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山火山火山火山のののの抽出抽出抽出抽出

１１１１．．．．１１１１ 敷地敷地敷地敷地をををを中心中心中心中心とするとするとするとする半径半径半径半径160km160km160km160kmのののの範囲範囲範囲範囲のののの第四紀火山第四紀火山第四紀火山第四紀火山 【【【【火山地質図火山地質図火山地質図火山地質図とのとのとのとの対応対応対応対応】】】】

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図

（中野ほか編（2013）による）

� 中野ほか編（2013）によれば，敷地を中心とする半径50kmの

範囲に火砕流堆積物の分布は示されていない。

火山名および最新活動時期は，中野ほか編（2013）による。

※1 H：完新世，Q3：後期更新世，Q2：中期更新世，Q1：前期更新世後半，

G：前期更新世前半

番号 火山名

最新

活動時期

※1

敷地からの

距離(km)

D35 青ノ木森 G 134 

D36 松倉山 G 126 

D37 川尻三森山 G 111 

D38 焼石岳 Q2 102 

D39 鳥海山 H 148 

D40 甑山 Q1 123 

D41 小比内山 Q2 109 

D42 高松岳 Q2 100 

D43 栗駒山 H 87 

D44 鬼首カルデラ Q2 85 

D45 鳴子カルデラ H 76 

D46 赤倉カルデラ G 85 

D47 向町カルデラ Q2 94 

D48 肘折カルデラ Q3 117 

D49 月山 Q2 129 

D50 薬莱山 Q1 72 

D51 七ツ森カルデラ Q1 64 

D52 船形山 Q2 77 

D53 安達 Q3 76 

D54 大東岳 Q1 86 

D55 神室岳 Q1 90 

D56 雁戸山 Q2 92 

D57 青麻山 Q2 85 

D58 蔵王山 H 97 

D59 三吉・葉山 G 107 

D60 白鷹山 Q1 117 

D61 笹森山 G 130 

D62 吾妻山 H 140 

D63 安達太良山 H 136 

D64 磐梯山 H 153 

D65 猫魔ヶ岳 Q1 156 

敷地を中心とする半径160kmの範囲の第四紀火山一覧
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１１１１．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山火山火山火山のののの抽出抽出抽出抽出

１１１１．．．．１１１１ 敷地敷地敷地敷地をををを中心中心中心中心とするとするとするとする半径半径半径半径160km160km160km160kmのののの範囲範囲範囲範囲のののの第四紀火山第四紀火山第四紀火山第四紀火山 【【【【抽出火山抽出火山抽出火山抽出火山のののの活動時期活動時期活動時期活動時期】】】】

� 敷地を中心とする半径160kmの範囲の第四紀火山（３１火山）に関する活動時期は以下のとおり。

1 青ノ木森 134 17 七ツ森カルデラ 64

2 松倉山 126 18 船形山 77

3 川尻三森山 111 19 安達 76

4 焼石岳 102 20 大東岳 86

5 鳥海山 148 21 神室岳 90

6 甑山 123 22 雁戸山 92

7 小比内山 109 23 青麻山 85

8 高松岳 100 24 蔵王山 97

9 栗駒山 87 25 三吉・葉山 107

10 鬼首カルデラ 85 26 白鷹山 117

11 鳴子カルデラ 76 27 笹森山 130

12 赤倉カルデラ 85 28 吾妻山 140

13 向町カルデラ 94 29 安達太良山 136

14 肘折カルデラ 117 30 磐梯山 153

15 月山 129 31 猫魔ヶ岳 156

16 薬莱山 72

※1 中野ほか編（2013）による。

　　　　 　　：活動期間を示す。 ※2中野ほか編（2013）及び当社文献調査結果による。

　　◆　　　：単一活動として評価。

敷地からの

距離(km)

活動時期

※2

No.
火山名

※1

敷地からの

距離(km)

活動時期

※2

No.
火山名

※1

100万年万年万年万年 10万年万年万年万年 1万年万年万年万年 現在現在現在現在 100万年万年万年万年 10万年万年万年万年 1万年万年万年万年 現在現在現在現在

更新世 完新世

第四紀

更新世 完新世

第四紀
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１１１１．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山火山火山火山のののの抽出抽出抽出抽出

１１１１．．．．２２２２ 原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山火山火山火山 【【【【抽出結果抽出結果抽出結果抽出結果①①①①】】】】

敷地を中心とする半径１６０ｋｍの範囲の第四紀火山を

抽出

完新世の活動があるか？

最新活動からの経過時間が全活動期間より長いか？

（単成火山など活動期間がごく短い火山を含む）【判断根拠①】

全活動期間 ＜ 最新活動からの経過時間 ⇒ 将来の活動性なし

最新活動からの経過時間が過去の最大休止期間より

長いか？【判断根拠②】

最大休止期間 ＜ 最新活動からの経過時間 ⇒ 将来の活動性なし

将来の活動可能性が

否定できない火山

31火山

完新世（1万年前以降）に活動した活火山

有り（8火山
※1

）

無し（23火山）

将来の活動可能性の

ない火山
※2

原子力発電所に影響を及

ぼし得る火山（10火山）

焼石岳，月山

鳥海山

栗駒山

肘折カルデラ
※1

鳴子カルデラ

蔵王山

吾妻山

安達太良山

磐梯山

※1 肘折カルデラについては，気象庁の『日本活火山総覧（第4版）』（2013）を考慮して抽出した。

※2 将来の活動可能性のない火山（２１火山）の活動履歴を，補足説明資料p3-23に示す。

� 敷地を中心とする半径160kmの範囲の第四紀火山（３１火山）について，完新世の活動

の有無，将来の活動可能性を検討し，原子力発電所に影響を及ぼし得る火山として，焼

石岳，鳥海山，栗駒山，鳴子カルデラ，肘折カルデラ，月山，蔵王山，吾妻山，安達太良

山及び磐梯山の１０火山を抽出した。

「原子力発電所の火山影響評価ガイド」より抜粋，一部加筆

長い（19火山 ）

短い（4火山）

長い（2火山 ）

短い（2火山）
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１１１１．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山火山火山火山のののの抽出抽出抽出抽出

１１１１．．．．２２２２ 原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山火山火山火山 【【【【抽出結果抽出結果抽出結果抽出結果②②②②】】】】

� 敷地を中心とする半径160kmの範囲の第四紀火山（３１火山）のうち，原子力発電所に影響を及ぼし得る火山は下表の赤字及び青字の火山である。

  判断

※3

  根拠

  判断

※3

  根拠

1 青ノ木森 134 なし なし ① 17 七ツ森カルデラ 64 なし なし ①

2 松倉山 126 なし なし ① 18 船形山 77 なし なし ②

3 川尻三森山 111 なし なし ① 19 安達 76 なし なし ①

4 焼石岳焼石岳焼石岳焼石岳 102 なし ありありありあり － 20 大東岳 86 なし なし ①

5 鳥海山鳥海山鳥海山鳥海山 148 ありありありあり －－－－ － 21 神室岳 90 なし なし ①

6 甑山 123 なし なし ① 22 雁戸山 92 なし なし ①

7 小比内山 109 なし なし ① 23 青麻山 85 なし なし ①

8 高松岳 100 なし なし ① 24 蔵王山蔵王山蔵王山蔵王山 97 ありありありあり －－－－ －

9 栗駒山栗駒山栗駒山栗駒山 87 ありありありあり －－－－ － 25 三吉・葉山 107 なし なし ①

10 鬼首カルデラ 85 なし なし ① 26 白鷹山 117 なし なし ①

11 鳴子鳴子鳴子鳴子カルデラカルデラカルデラカルデラ 76 ありありありあり －－－－ － 27 笹森山 130 なし なし ①

12 赤倉カルデラ 85 なし なし ① 28 吾妻山吾妻山吾妻山吾妻山 140 ありありありあり －－－－ －

13 向町カルデラ 94 なし なし ① 29 安達太良山安達太良山安達太良山安達太良山 136 ありありありあり －－－－ －

14 肘折肘折肘折肘折カルデラカルデラカルデラカルデラ 117 ありありありあり －－－－ － 30 磐梯山磐梯山磐梯山磐梯山 153 ありありありあり －－－－ －

15 月山月山月山月山 129 なし ありありありあり － 31 猫魔ヶ岳 156 なし なし ②

16 薬莱山 72 なし なし ①

※1中野ほか編（2013）による。

　　　　 　　：活動期間を示す。 ※2 中野ほか編（2013）及び当社文献調査結果による。

　　◆　　　：単一活動として評価。

※3 ①：最新活動からの経過時間が全活動期間より長い（p8参照）。

      ②：最新活動からの経過時間が過去の最大休止期間より長い（p8参照）。

将来の

活動可能性

将来の

活動可能性

No.
火山名

※1

敷地からの

距離(km)

活動時期

※2

完新世

の活動

No.
火山名

※1

敷地からの

距離(km)

活動時期

※2

完新世

の活動

100万年万年万年万年 10万年万年万年万年 1万年万年万年万年 現在現在現在現在
100万年万年万年万年 10万年万年万年万年 1万年万年万年万年 現在現在現在現在

更新世 完新世

第四紀

更新世
完新世

第四紀
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１１１１．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山火山火山火山のののの抽出抽出抽出抽出

１１１１．．．．２２２２ 原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山火山火山火山 【【【【抽出抽出抽出抽出結果結果結果結果③③③③】】】】

□□□□：：：：完新世完新世完新世完新世にににに活動活動活動活動したしたしたした火山火山火山火山

□□□□：：：：将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性がががが否定否定否定否定できないできないできないできない火山火山火山火山

火山名および最新活動時期は，中野ほか編（2013）による。

【最新活動時期】

H：完新世，Q3：後期更新世，Q2：中期更新世，Q1：前期更新世後半，G：前期更新世前半

※ 肘折カルデラについては，気象庁の『日本活火山総覧（第4版）』（2013）を考慮して抽出した。

火山名

最新

活動時期

敷地からの

距離(km)

青ノ木森 G 134 

松倉山 G 126 

川尻三森山 G 111 

焼石岳焼石岳焼石岳焼石岳 Q2Q2Q2Q2 102 102 102 102 

鳥海山鳥海山鳥海山鳥海山 HHHH 148 148 148 148 

甑山 Q1 123 

小比内山 Q2 109 

高松岳 Q2 100 

栗駒山栗駒山栗駒山栗駒山 HHHH 87 87 87 87 

鬼首カルデラ Q2 85 

鳴子鳴子鳴子鳴子カルデラカルデラカルデラカルデラ HHHH 76 76 76 76 

赤倉カルデラ G 85 

向町カルデラ Q2 94 

肘折肘折肘折肘折カルデラカルデラカルデラカルデラ

※※※※

Q3Q3Q3Q3 117 117 117 117 

月山月山月山月山 Q2Q2Q2Q2 129 129 129 129 

薬莱山 Q1 72 

七ツ森カルデラ Q1 64 

船形山 Q2 77 

安達 Q3 76 

大東岳 Q1 86 

神室岳 Q1 90 

雁戸山 Q2 92 

青麻山 Q2 85 

蔵王山蔵王山蔵王山蔵王山 HHHH 97 97 97 97 

三吉・葉山 G 107 

白鷹山 Q1 117 

笹森山 G 130 

吾妻山吾妻山吾妻山吾妻山 HHHH 140 140 140 140 

安達太良山安達太良山安達太良山安達太良山 HHHH 136 136 136 136 

磐梯山磐梯山磐梯山磐梯山 HHHH 153 153 153 153 

猫魔ヶ岳 Q1 156 

敷地を中心とする半径160kmの範囲の第四紀火山一覧

� 敷地を中心とする半径160kmの範囲の第四紀火山（３１火山）

のうち，原子力発電所に影響を及ぼし得る火山は下表の赤字

及び青字の火山であり，敷地との位置関係を右図に示す。
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２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別評価個別評価個別評価個別評価
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２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別評価個別評価個別評価個別評価

� 原子力発電所に影響を及ぼし得る火山について，火山活動に関する個別評価を行った。

「原子力発電所の火山影響評価ガイド」より抜粋，一部加筆

本章で説明する内容
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２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別評価個別評価個別評価個別評価

「原子力発電所の火山影響評価ガイド」より抜粋，一部加筆

原子力発電所に影響を及ぼし得る火山

火山名

敷地からの

距離(km)

焼石岳 102 

鳥海山 148 

栗駒山 87 

鳴子カルデラ 76 

肘折カルデラ 117 

月山 129 

蔵王山 97 

吾妻山 140 

安達太良山 136 

磐梯山 153 

設

計

対

応

が

不

可

能

な

火

山

事

象

� 原子力発電所に影響を及ぼし得る火山

（下表）について，設計対応不可能な火山

事象（右図）が発電所運用期間中に影響

を及ぼす可能性について検討した。
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敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図

（中野ほか編（2013）による）

火山名

敷地

からの

距離(km)

火砕物

密度流

溶岩流

岩屑なだれ

他
新しい火口

の開口

地殻変動

160km 50km 50km

D38 焼石岳 102 ○ － － ○ ○

D39 鳥海山 148 ○ － － ○ ○

D43 栗駒山 87 ○ － － ○ ○

D45 鳴子カルデラ 76 ○ － － ○ ○

D48 肘折カルデラ 117 ○ － － ○ ○

D49 月山 129 ○ － － ○ ○

D58 蔵王山 97 ○ － － ○ ○

D62 吾妻山 140 ○ － － ○ ○

D63 安達太良山 136 ○ － － ○ ○

D64 磐梯山 153 ○ － － ○ ○

牡鹿半島に位置している敷地は，

第四紀を通じて，火山フロントより

50km以上離れており，敷地周辺

では火成活動は確認されていな

いことから，これらの事象が発電

所の運用期間中に影響を及ぼす

可能性は十分小さい。

� 敷地と評価対象火山との位置関

係から，火砕物密度流について，

個別の検討を実施した。

� 検討結果を次頁以降に示す。

２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別評価個別評価個別評価個別評価

原子力発電所に影響を及ぼし得る火山と検討すべき設計対応不可能な火山事象

� 検討する必要がある設計対応不可能な火山事象は下表のとおりである。

○：要検討，－：検討不要
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焼石岳

▲

経塚山

▲

駒ヶ岳

▲

兎森山

▲

２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別個別個別個別評価評価評価評価

【【【【焼石岳焼石岳焼石岳焼石岳のののの活動履歴及活動履歴及活動履歴及活動履歴及びびびび火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流にににに関関関関するするするする評価評価評価評価】】】】

火山名 焼石岳

敷地からの距離 約102km

火山の形式/タイプ 複成火山／溶岩卓越タイプ

活動年代 約100万年～5万年前

概要

焼石岳は岩手県の南西部に位置し，焼石岳（標高：1,548m）を

主峰とし，経塚山，駒ヶ岳等から構成される。主に安山岩からな

り、デイサイトを伴う小規模火山の群れを形成している。

噴出物

� 最大噴出量は約12.5km
3

，焼石岳（本体）の活動期（60～70

万年前）に噴出。

� 最新の噴火活動は，溶岩や火砕岩，山形軽石が噴出した

焼石兎森山等の活動期（5～6万年前）に発生。

� 火砕物密度流は報告されていない。

評価

噴出物噴出物噴出物噴出物はははは，，，，溶岩溶岩溶岩溶岩やややや火砕岩火砕岩火砕岩火砕岩，，，，降下軽石降下軽石降下軽石降下軽石がががが主主主主でありでありでありであり，，，，焼石岳周辺焼石岳周辺焼石岳周辺焼石岳周辺

にににに限限限限られていることからられていることからられていることからられていることから，，，，火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流がががが発電所発電所発電所発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼぼぼぼ

すすすす可能性可能性可能性可能性はないはないはないはない。。。。

※5万分の1地質図・川尻，地質調査所（1971）

5万分の1地質図・焼石，地質調査所（1965）

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図

（中野ほか編（2013）による）

焼石岳周辺の火山地質図

焼石岳の火砕物密度流に関する評価

焼石岳（約102km）

火砕物密度流は記載されていない

上表及び噴出量－年代階段ダイヤグラムは，第四紀火山カタログ委員会編（1999）及び照井・瀬川（1994）等の文献調査の結果を基に東北電力が独自に作成したものである。

※網掛け部は噴出したと考えられる年代の幅を表す。

駒

ヶ

岳

活

動

期

経

塚

山

活

動

期

兎

森

山

活

動

期

村

崎

野

軽

石

・

山

形

軽

石

焼石岳の噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

年代(ka)

焼

石

岳

（

本

体

）

活

動

期
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ス

テ

ー

ジ

1
（

初

期

）

活

動

期

ス

テ

ー

ジ

2
（

ａ

・

ｂ

）

活

動

期

【

東

山

火

砕

流

・

宿

町

火

砕

流

】

ス

テ

ー

ジ

2
（

ｃ

）

活

動

期

ス

テ

ー

ジ

3
（

ａ

）

活

動

期

【

大

清

水

火

砕

流

】

ス

テ

ー

ジ

3
（

ｂ

）

活

動

期

ス

テ

ー

ジ

1
（

後

期

）

活

動

期

【

大

台

野

火

砕

流

】

ス

テ

ー

ジ

1
（

前

期

）

活

動

期

【

白

雪

川

火

砕

流

・

奥

山

火

砕

流

】

噴
出

量
（
k
m

3

）

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図

（中野ほか編（2013）による）

鳥海山（約148km）

鳥海山火山地質図（林（1984）に一部加筆）

白雪川火砕流

奥山火砕流

大清水火砕流

大台野火砕流

東山火砕流

宿町火砕流

鳥海山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

鳥海山の火砕物密度流に関する評価

火山名 鳥海山

敷地からの距離 約148km

火山の形式/タイプ 複成火山、溶岩ドーム／溶岩卓越タイプ

活動年代 約60万年前～ＡＤ1974年

概要

鳥海山（標高：2,237m）は，秋田県と山形県の県境に位置し，多

量の溶岩とそれに伴う少量の火砕岩からなる成層火山で，溶岩

地形の凹凸が著しく，２つの馬蹄形カルデラを持つ。大部分の噴

出物は安山岩質であり，少量の玄武岩を伴う。

噴出物

� 最大噴出量は約47km
3

，古期成層火山活動期（40～50万年

前）に噴出。

� 最新の噴火活動は，泥流・降灰を伴った小規模水蒸気噴火

で1974年に発生。

� 火砕物密度流は，６層確認されており，分布範囲は山体周

辺に限られる。

評価

火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流はははは鳥海山周辺鳥海山周辺鳥海山周辺鳥海山周辺にににに限限限限られることからられることからられることからられることから，，，，発電所発電所発電所発電所にににに影響影響影響影響

をををを及及及及ぼすぼすぼすぼす可能性可能性可能性可能性はないはないはないはない。。。。

２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別個別個別個別評価評価評価評価

【【【【鳥海山鳥海山鳥海山鳥海山のののの活動履歴及活動履歴及活動履歴及活動履歴及びびびび火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流にににに関関関関するするするする評価評価評価評価】】】】

※網掛け部は噴出したと考えられる年代の幅を表す。

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

上表及び噴出量－年代階段ダイヤグラムは，林（1984）及び伴他（2001）等の文献調査の結果を基に東北電力が独自に作成したものである。
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噴
出

量
（
k
m

3

）

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

新

期

東

栗

駒

火

山

秣

岳

火

山

体

主

活

動

期

栗

駒

火

山

体

主

活

動

期

剣

岳

火

山

活

動

期

南

部

独

立

火

山

列

活

動

期

古

期

東

栗

駒

火

山

体

活

動

期

（

稀

大

ヶ

原

火

砕

流

）

※網掛け部は噴出したと考えられる年代の幅を表す。

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図

（中野ほか編（2013）による）

栗駒山（約87km）

女川原子力発電所

栗駒火山の地質図（藤縄他（2001）に一部加筆）

稀大ヶ原

火砕流

栗駒山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

火山名 栗駒山

敷地からの距離 約87km

火山の形式/タイプ 複成火山、溶岩ドーム／溶岩卓越タイプ

活動年代 約76万年前～ＡＤ1944年

概要

栗駒山（標高：1,627m）は，岩手県，秋田県，宮城県の県境付近に位置し，

複数の山体から成り，東方に東栗駒山，西方に御駒山，南西方に虚空

蔵山，南方に大地森など小さな火山体が北北西－南南東方向に配列す

る。主に安山岩からなる。

噴出物

� 最大噴出量は約3.3km
3

，古期東栗駒および南部独立火山列の活動

期（44～53万年前）に噴出。

� 最新の噴火活動は，少量の火砕物を伴った小規模水蒸気噴火で

1944年に発生。

� 火砕物密度流は，１層のみ確認されており，分布範囲は山体周辺に

限られる。

評価

火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流はははは栗駒山周辺栗駒山周辺栗駒山周辺栗駒山周辺にににに限限限限られることからられることからられることからられることから，，，，発電所発電所発電所発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼぼぼぼ

すすすす可能性可能性可能性可能性はないはないはないはない。。。。

栗駒山の火砕物密度流に関する評価

２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別個別個別個別評価評価評価評価

【【【【栗駒山栗駒山栗駒山栗駒山のののの活動履歴及活動履歴及活動履歴及活動履歴及びびびび火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流にににに関関関関するするするする評価評価評価評価】】】】

上表及び噴出量－年代階段ダイヤグラムは，藤縄他（2001）等の文献調査の結果を基に東北電力が独自に作成したものである。
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（（（（余白余白余白余白））））
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火山名 鳴子カルデラ

敷地からの距離 約76km

火山の形式/タイプ カルデラ、溶岩ドーム／降下火砕物卓越タイプ

活動年代 約19万年前～AD837

概要

鳴子カルデラは，宮城県北西部に位置し，直径約７kmの不鮮明な輪郭をも

つカルデラとその中央部の溶岩ドーム群からなる。デイサイトの４つの溶岩

ドームが一群をなし，それらに囲まれた酸性の火口湖・潟沼の内外やその

西側の溶岩ドームの壁では噴気活動が盛んである。

噴出物

� 最大噴出量は約11.91km
3

，カルデラ形成期（約9万年前）に噴出。

� 最新の噴火活動は，水蒸気噴火で837年に発生。

� 火砕物密度流は，２層確認されており，両層とも主にカルデラ東部に分

布。

評価

火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流のののの到達範囲到達範囲到達範囲到達範囲はははは，，，，敷地敷地敷地敷地からからからから十分離十分離十分離十分離れているれているれているれている（（（（約約約約46km46km46km46km））））ことからことからことからことから，，，，

発電所発電所発電所発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼすぼすぼすぼす可能性可能性可能性可能性はないはないはないはない。。。。

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図

（中野ほか編（2013）による）

鳴子カルデラ

（約76km）

岩

出

軽

石

層

活

動

期

一

迫

軽

石

層

活

動

期

鳴

子

潟

沼―

上

原

テ

フ

ラ

活

動

期

池月凝灰岩・荷坂凝灰岩・柳沢凝灰岩の分布図

（阪口・山田（1988）に加筆）

※網掛け部は噴出したと考えられる年代の幅を表す。

鳴子カルデラの噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

鳴子カルデラの火砕物密度流に関する評価

噴
出

量
（
k
m

3

）

２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別個別個別個別評価評価評価評価

【【【【鳴子鳴子鳴子鳴子カルデラのカルデラのカルデラのカルデラの活動履歴及活動履歴及活動履歴及活動履歴及びびびび火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流にににに関関関関するするするする評価評価評価評価】】】】
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期

（
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ム

形

成

）

上表及び噴出量－年代階段ダイヤグラムは，早田（1989）及び阪口・山田（1988）等の文献調査の結果を基に東北電力が独自に作成したものである。
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２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別個別個別個別評価評価評価評価

【【【【鳴子鳴子鳴子鳴子カルデラのカルデラのカルデラのカルデラの火砕物密度流分布火砕物密度流分布火砕物密度流分布火砕物密度流分布】】】】

▲

鳴子カルデラ

鳴子カルデラの火砕物密度流分布範囲図

（地質調査所（1987,1992,1998,2005）に加筆）

露頭確認位置

↓大貫層（新第三系鮮新統）

鳴子カルデラの火砕流密度流末端付近で実施した

地質調査の結果，その層厚は約1.4mである。

鳴子鳴子鳴子鳴子カルデラのカルデラのカルデラのカルデラの火砕流火砕流火砕流火砕流密度流末端部付近密度流末端部付近密度流末端部付近密度流末端部付近のののの層厚層厚層厚層厚

約約約約1.4m1.4m1.4m1.4mをををを考慮考慮考慮考慮してもしてもしてもしても，，，，敷地敷地敷地敷地からはからはからはからは約約約約46km46km46km46km離離離離れておれておれておれてお

りりりり発電所発電所発電所発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼすぼすぼすぼす可能性可能性可能性可能性はないはないはないはない。。。。

～～～～

～～～～

～～～～

～～～～

荷坂凝灰岩と考えら

れる地層：約1.4m

大貫層

下山里火山灰

（小池・町田(2001)か

ら推定）

露頭写真

女川原子力発電所

10km

鳴子カルデラの火砕物密度流分布拡大図

地質調査所（1992）に加筆

露頭確認位置
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火山名 肘折カルデラ

敷地からの距離 約117km

火山の形式/タイプ カルデラ／火砕物密度流卓越タイプ

活動年代 約1万2000年前

概要

肘折カルデラは，山形県尾花沢市の西約20km，月山の北東約15kmに

位置する。構成する地形は，内径約2km，外径約3kmのカルデラであり，

火砕流台地がその南方数kmと北方約8kmにかけて分布している。噴気

活動はないが，地熱活動が継続している。デイサイトからなる。

噴出物

� 肘折カルデラは約12,000年前に活動し，噴出量は約2.02km
3

，短時

間で活動のピークを迎えた。

� 12,000年前以降の噴出物は確認されていない。

� 火砕物密度流は，５層記載されており，分布範囲は山体周辺（南方

および北方方向）に限られる。

評価

火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流はははは肘折肘折肘折肘折カルデラカルデラカルデラカルデラ周辺周辺周辺周辺にににに限限限限られることからられることからられることからられることから，，，，発電所発電所発電所発電所にににに影響影響影響影響

をををを及及及及ぼすぼすぼすぼす可能性可能性可能性可能性はないはないはないはない。。。。

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図

（中野ほか編（2013）による）

肘折カルデラ

（約117km）

ス

テ

ー

ジ

1
～

4

活

動

期

肘折火砕流堆積物の分布図（宮城（2007）に一部加筆）

肘折火砕流の

分布範囲（５層）

※網掛け部は噴出したと考えられる年代の幅を表す。

肘折カルデラの噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

肘折カルデラの火砕物密度流に関する評価

噴
出

量
（
k
m

3

）

２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別個別個別個別評価評価評価評価

【【【【肘折肘折肘折肘折カルデラカルデラカルデラカルデラのののの活動履歴及活動履歴及活動履歴及活動履歴及びびびび火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流にににに関関関関するするするする評価評価評価評価】】】】

上表及び噴出量－年代階段ダイヤグラムは，宮城（2007）等の文献調査の結果を基に東北電力が独自に作成したものである。
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火山名 月山

敷地からの距離 約129km

火山の形式/タイプ 複成火山／溶岩卓越タイプ

活動年代 約88万年～30万年前

概要

月山（標高：1,984m）は，山形県のほぼ中央部に位置し，基盤の地

形の影響と北西に開く馬蹄形カルデラのために東西非対称な山

体を形成している。姥ヶ岳・湯殿山等からなる複合成層火山であ

る。安山岩～デイサイトからなる。

噴出物

� 最大噴出量は約18km
3

，ステージ３～４ｂ間（47～70万年前）に

噴出。

� 最新の噴火活動は，姥ヶ岳溶岩類の活動期（30～36万年前）

に発生。

� 火砕物密度流は，６層確認されており，分布範囲は山体周辺

（北西～南西部）に限られる。

評価

火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流はははは月山周辺月山周辺月山周辺月山周辺にににに限限限限られることからられることからられることからられることから，，，，発電所発電所発電所発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及

ぼすぼすぼすぼす可能性可能性可能性可能性はないはないはないはない。。。。

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図

（中野ほか編（2013）による）

月山（約129km）
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期

【

姥
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岳

上
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】

湯殿山下部

火砕岩類

湯殿山上部

火砕岩類

田麦川中流

火砕流

濁沢火砕岩類

田麦川上流火砕流

姥ヶ岳上部溶岩類

月山火山の地質図（中里他（1996）に一部加筆）

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。

月山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

月山の火砕物密度流に関する評価

噴
出

量
（
k
m

3

）

２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別個別個別個別評価評価評価評価

【【【【月月月月山山山山のののの活動履歴及活動履歴及活動履歴及活動履歴及びびびび火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流にににに関関関関するするするする評価評価評価評価】】】】

上表及び噴出量－年代階段ダイヤグラムは，中里他（1996）等の文献調査の結果を基に東北電力が独自に作成したものである。
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敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図

（中野ほか編（2013）による）

蔵王山

（約97km）

蔵王山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

蔵王山の火砕物密度流に関する評価

火山名 蔵王山

敷地からの距離 約97km

火山の形式/タイプ 複成火山，火口丘／溶岩・火砕岩タイプ

活動年代 約135万年前～AD1940年

概要

蔵王山（熊野岳：標高1840m）は，山形県と宮城県の県境に位置する火山群

の総称である。北蔵王（瀧山），中央蔵王（熊野岳等），南蔵王（不忘山等）

等に分けられる。玄武岩～安山岩の成層火山で，有史以降も主に御釜を噴

出口とする活動が確認されている。

噴出物

� 最大噴出量は約6.1km
3

，南蔵王および中央蔵王ステージ３ａ期（20～68

万年前）に噴出。

� 最新の噴火活動は，少量の降下火砕物を伴った水蒸気噴火で1940年

に発生。

� 火砕物密度流は，７層確認されており，分布範囲は南蔵王周辺に限ら

れている。中央蔵王・北蔵王については確認されていない。

評価評価評価評価

火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流はははは蔵王山周辺蔵王山周辺蔵王山周辺蔵王山周辺にににに限限限限られることからられることからられることからられることから，，，，発電所発電所発電所発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼすぼすぼすぼす可可可可

能性能性能性能性はないはないはないはない。。。。

南蔵王地質図（酒寄（1985）に一部加筆）

秋山沢火砕岩類

ツバノ滝溶岩類

馬ノ神岳溶岩類

大若沢溶岩類

空沢

溶岩類

八汐大滝火砕岩類

大冷水沢溶岩類

２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別個別個別個別評価評価評価評価

【【【【蔵王山蔵王山蔵王山蔵王山のののの活動履歴及活動履歴及活動履歴及活動履歴及びびびび火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流にににに関関関関するするするする評価評価評価評価】】】】
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※網掛け部は噴出したと考えられる年代の幅を表す。噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)
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上表及び噴出量－年代階段ダイヤグラムは，酒寄（1985）及び酒寄（1992）等の文献調査の結果を基に東北電力が独自に作成したものである。
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敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図

（中野ほか編（2013）による）

5
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吾妻山（約140km）
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火山名 吾妻山

敷地からの距離 約140km

火山の形式・タイプ 複成火山、火砕丘／火砕岩卓越タイプ

活動年代 約130万年前～AD1977

概要

吾妻山は，山形県と福島県の県境にある多数の成層火山からなる火山群

である。噴出物は玄武岩～安山岩で，西吾妻火山、中吾妻火山，東吾妻

火山に分けられ，噴出中心は東南東～西北西に走る南北の2列に大別さ

れる。有史以降の噴火は，大穴火口とその周辺の爆発で，現在その南～

東斜面には噴気地域が広く分布する。

噴出物

� 最大噴出量は約32.5km
3

，基底溶岩活動期（100～130万年前）に噴出。

� 最新の噴火活動は，火砕物の降下・泥水を伴う水蒸気噴火で1977年

に発生。

� 火砕物密度流は報告されていないが，吾妻山周辺に噴出物が確認さ

れている。

評価

仮仮仮仮にににに噴出物噴出物噴出物噴出物がががが火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流とととと考考考考えてもえてもえてもえても，，，，噴出物噴出物噴出物噴出物はははは吾妻山周辺吾妻山周辺吾妻山周辺吾妻山周辺にににに限限限限られてられてられてられて

いることからいることからいることからいることから，，，，発電所発電所発電所発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼすぼすぼすぼす可能性可能性可能性可能性はないはないはないはない。。。。

※網掛け部は噴出したと考えられる年代の幅を表す。

吾妻山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

吾妻山の火砕物密度流に関する評価

噴
出

量
（
k
m

3

）

吾妻山地質図（藤縄・鴨志田（1999）に一部加筆）

２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別個別個別個別評価評価評価評価

【【【【吾妻山吾妻山吾妻山吾妻山のののの活動履歴及活動履歴及活動履歴及活動履歴及びびびび火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流にににに関関関関するするするする評価評価評価評価】】】】

火砕物密度流は記載されていない

上表及び噴出量－年代階段ダイヤグラムは，藤縄・鴨志田（1999）等の文献調査の結果を基に東北電力が独自に作成したものである。
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火山名 安達太良山

敷地からの距離 約136km

火山の形式・タイプ 複成火山／溶岩卓越タイプ

活動年代 約55万年前～AD1900

概要

安達太良山は，福島市の南西に位置する玄武岩～安山岩の成層火

山群である。主峰の安達太良本峰の山頂部には西に開く沼ノ平火口

がある。この火口の内外には，噴気・温泉地帯が存在する。

噴出物

� 最大噴出量は約2.33km
3

，第３－１期（20～26万年前）に噴出。

� 最新の噴火活動は，低温サージや降下火砕物を伴った中規模水

蒸気噴火で1900年に発生。

� 火砕物密度流は，４層確認されており，分布範囲は山体周辺に限

られる。

評価

火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流はははは安達太良山周辺安達太良山周辺安達太良山周辺安達太良山周辺にににに限限限限られることからられることからられることからられることから，，，，発電所発電所発電所発電所にににに影響影響影響影響

をををを及及及及ぼすぼすぼすぼす可能性可能性可能性可能性はないはないはないはない。。。。

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図

（中野ほか編（2013）による）

安達太良山

（約136km）

沼尻火砕流沼尻火砕流沼尻火砕流沼尻火砕流

長坂火砕流長坂火砕流長坂火砕流長坂火砕流

銚子銚子銚子銚子ヶヶヶヶ滝下火砕流滝下火砕流滝下火砕流滝下火砕流

元山火砕流元山火砕流元山火砕流元山火砕流

安達太良火山地質図（藤縄（1980）に一部加筆）
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※網掛け部は噴出したと考えられる年代の幅を表す。

安達太良山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

安達太良山の火砕物密度流に関する評価

噴
出

量
（
k
m

3

）

２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別個別個別個別評価評価評価評価

【【【【安達太良山安達太良山安達太良山安達太良山のののの活動履歴及活動履歴及活動履歴及活動履歴及びびびび火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流にににに関関関関するするするする評価評価評価評価】】】】

上表及び噴出量－年代階段ダイヤグラムは，藤縄（1980）及び藤縄・鎌田（2005）等の文献調査の結果を基に東北電力が独自に作成したものである。
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火山名 磐梯山

敷地からの距離 約153km

火山の形式・タイプ 複成火山／溶岩・火砕岩タイプ

活動年代 約90万年前～AD1888

概要

磐梯山は，福島県猪苗代湖の北に位置する安山岩質の成層火

山である。赤埴山，大磐梯，櫛ヶ峰などが沼ノ平火口を取り囲ん

で，円錐形火山体が形成されているが，過去に山体崩壊が何度

か繰り返され，現在の山容となった。 1888年噴火で形成されたカ

ルデラ壁や山頂沼ノ平火口には微弱な噴気孔が点在する。

噴出物

� 最大噴出量は29.25km
3

，古期活動期（23～30万年前）に噴出。

� 最新の噴火活動は，山体崩壊を伴った中規模水蒸気噴火で

1888年に発生。

� 火砕物密度流は，６層確認されており，分布範囲は山体周辺

に限られる。

評価

火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流はははは磐梯山周辺磐梯山周辺磐梯山周辺磐梯山周辺にににに限限限限られることからられることからられることからられることから，，，，発電所発電所発電所発電所にににに影響影響影響影響

をををを及及及及ぼすぼすぼすぼす可能性可能性可能性可能性はないはないはないはない。。。。

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図

（中野ほか編（2013）による）

5
0
k
m

磐梯山（約153km）

磐梯山地質図

（千葉（2009）に加筆）

磐梯山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

磐梯山の火砕物密度流に関する評価

２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別個別個別個別評価評価評価評価

【【【【磐梯磐梯磐梯磐梯山山山山のののの活動履歴及活動履歴及活動履歴及活動履歴及びびびび火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流火砕物密度流にににに関関関関するするするする評価評価評価評価】】】】

※網掛け部は噴出したと考えられる年代の幅を表す。

：火砕流分布範囲
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上表及び噴出量－年代階段ダイヤグラムは，山元（2012）及び千葉（2009）等の文献調査の結果を基に東北電力が独自に作成したものである。

HsPF：日向沢軽石流堆積物

SsPF：更科軽石流堆積物

GsPF：グミ沢軽石流堆積物

MtPF：水滴軽石流堆積物

AnPF：天庭軽石流堆積物

HkPF：八ノ木沢軽石流堆積物
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火山名

敷地

からの

距離(km)

火砕物密度流 溶岩流 岩屑なだれ他

新しい火口

の開口

地殻変動

160km 50km 50km

焼石岳 102 ○

噴出物は，溶岩や火砕岩，降下軽石が主であり，

火砕物密度流の発生は認められない。

○

敷地と火山の距離から，

発電所に影響を及ぼす

可能性はない。

○

敷地と火山の距離から，

発電所に影響を及ぼす

可能性はない。

○

敷地は，第四紀を通じ

て火山フロントのより前

弧側（東方）に50km以

上離れた北上山地南端

部の牡鹿半島にあり，

敷地周辺では火成活動

は確認されていないこと

から，これらの事象が発

電所の運用期間中に影

響を及ぼす可能性は十

分小さい。

○

敷地は，第四紀を通じ

て火山フロントより前弧

側（東方）に50km以上

離れた北上山地南端部

の牡鹿半島にあり，敷

地周辺では火成活動は

確認されていないことか

ら，これらの事象が発電

所の運用期間中に影響

を及ぼす可能性は十分

小さい。

鳥海山 148 ○ 火砕物密度流は鳥海山周辺に限られる。

栗駒山 87 ○ 火砕物密度流は栗駒山周辺に限られる。

鳴子カルデラ 76 ○

火砕物密度流の到達範囲は，敷地から十分離

れている。

肘折カルデラ 117 ○ 火砕物密度流は肘折カルデラ周辺に限られる。

月山 129 ○ 火砕物密度流は月山周辺に限られる。

蔵王山 97 ○ 火砕物密度流は蔵王山周辺に限られる。

吾妻山 140 ○ 火砕物密度流の発生は認められない。

安達太良山 136 ○ 火砕物密度流は安達太良山周辺に限られる。

磐梯山 153 ○ 火砕物密度流は磐梯山周辺に限られる。

２２２２．．．．抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別個別個別個別評価評価評価評価 【【【【まとめまとめまとめまとめ】】】】

� 設計対応不可能な火山事象（火砕物密度流，溶岩流，岩屑なだれ他，新しい火口の開口及び

地殻変動）が発電所に影響を及ぼす可能性はない。

� 既往最大の噴火を考慮しても発電所に影響を及ぼさないと判断できることから，モニタリングの

対象とはならない。

○：発電所に影響を及ぼす可能性はない

×：発電所に影響を及ぼす可能性がある
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３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３．１ 降下火砕物の影響評価

３．２ 敷地を中心とする半径160km内の火山による火山事象の影響評価
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３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

� 女川原子力発電所の安全性に影響を及ぼす可能性のある火山事象について抽出を行った。

本章で説明する内容

「原子力発電所の火山影響評価ガイド」より抜粋，一部加筆
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「原子力発電所の火山影響評価ガイド」より抜粋，一部加筆

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価

� 女川原子力発電所の安全性に影響を及ぼす可能性のある

火山事象のうち，降下火砕物の影響評価について検討を

行った。

� 評価にあたっては，文献調査，地質調査及びシミュレーショ

ンの結果を総合的に検討する。
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【文献調査結果（広域）】

� 女川原子力発電所の敷地に降灰した可能性のある広域の降下テフラとして、洞

爺テフラ（Toya）、阿蘇４テフラ（Aso-4）、姶良Ｔｎテフラ（AT）、鬼界アカホヤテフラ

（K-Ah）等が挙げられるが，いずれも数cmである。

テフラ名 女川地点の評価

K-Ah 鬼界アカホヤテフラ 町田・新井（2003）によると，ほぼ0cm

K-Tz 鬼界葛原テフラ 町田・新井（2003）によると，2cm以下

AT 姶良Ｔｎテフラ 町田・新井（2003）によると，5～10cm

Toya 洞爺テフラ 町田・新井（2003）によると，10cm以下

Aso-4 阿蘇４テフラ 町田（1985）によると，数cm

女川原子力発電所

女川原子力発電所

姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）の等層厚線図（町田・新井（2003）に一部加筆）

女川原子力発電所

洞爺火山灰（Toya）の等層厚線図

（町田・新井（2003）に一部加筆）

広域テフラ分布（町田・新井（2003）に一部加筆）

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【文献調査文献調査文献調査文献調査①①①①----1111】】】】

地点8：胆沢愛宕・2-3㎝

[渡辺（1991）]

地点9：鳴子鬼首・8㎝

[八木（1996）]
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３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【文献調査文献調査文献調査文献調査①①①①----2222】】】】

給源から女川原子力発電所の方向に降下テフラの分布軸をもつ160km以遠の火山

火山 テフラ名 女川原子力発電所での評価

十和田

To-a 十和田 a 敷地内の地質調査結果から，最大層厚6cm。

To-Cu 十和田中掫 町田・新井（2003）によると，0～数cm。

榛名山 Hr-FP 榛名二ツ岳伊香保 町田・新井（2003）によると，0～数cm。

浅間山

As-A 浅間 A（天明）

町田・新井（2003）によると，ほぼ0cm。

As-B 浅間 B（天仁）

As-C 浅間 C

UG

立川ローム

上部ガラス質部

As-K 浅間草津

As-YP 浅間板鼻黄色

As-Sr 浅間白糸

御嶽山 On-Pm1 御岳第 1 町田・新井（2003）によると，0～数cm。

大山 DKP 大山倉吉 町田・新井（2003）によると，ほぼ0cm。

三瓶山 SK 三瓶木次 町田・新井（2003）によると，ほぼ0cm。

【文献調査結果（広域）】

� 給源から女川原子力発電所の方向に降下テフラの分布軸をもつ160km以遠の火山（左下の図）と女川原子力発電所での評価（右下の表）を示す。

� これらの火山の女川原子力発電所での評価は，いずれも層厚0～数cmである。

給源から女川原子力発電所の方向に降下テフラの分布軸をもつ160km以遠の火山

に関する評価一覧
※

※ 評価の詳細は，補足説明資料p25-34に示す。
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東北地方の完新世主要テフラの等層厚線図

（町田・新井（2003）に一部加筆）

女川原子力発電所

【文献調査結果（東北地方）】

� 女川原子力発電所の敷地または敷地近傍に降灰した可能性のある降下テフ

ラは，肘折尾花沢（Hj），十和田a（To-a），榛名二ツ岳伊香保（Hr-FP）であり，

いずれも，0～数cmである。

� 宍倉ほか（2007）によれば，石巻平野で実施した津波堆積物調査の結果から，

十和田aが数cmの厚さで分布していることが報告されている。

石巻平野での津波堆積物調査（宍倉ほか（2007））

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【文献調査文献調査文献調査文献調査②②②②----1111】】】】

東北地方南部の主要テフラの等層厚線図（町田・新井（2003））
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女川原子力発電所

女川原子力発電所

女川原子力発電所

東北地方の後期更新世主要テフラの等層厚線図（町田・新井（2003）に一部加筆）

【文献調査結果（東北地方）】

� 女川原子力発電所の敷地または敷地近傍に降灰した可能性のある東北地方を給源とした降下テフラは，蔵王川崎（Za-Kw），鳴子柳沢（Nr-Y），鳴子荷

坂（Nr-N），鳴子一迫（Nr-It）及び安達愛島（Ac-Md）であり，いずれも，0～数cmである。

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【文献調査文献調査文献調査文献調査②②②②----2222】】】】
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下部火山灰

（最大層厚10cm）

トレンチ西側法面スケッチ

上部火山灰

（最大層厚6cm）
【敷地及び敷地付近の地質調査結果】

� 敷地内において実施した地質調査のうち，女川２号炉建設時のトレン

チ調査において，最大層厚６cmと10cmの２枚の火山灰を確認した。

� 下部で局所的に確認された最大層厚10cmの火山灰（O.P.-3m付近）

は，
14

C年代測定，顕微鏡観察等の結果から，肘折尾花沢テフラであ

ると考えられる。

� 上部で確認された最大層厚6cmの火山灰（ O.P.+2m付近）は，顕微鏡

観察等の結果から，十和田aテフラと考えられるものの，かなり不純

物を含んでおり，給源の特定には至っていないが，宍倉ほか（2007）

の結果を踏まえれば，十和田aテフラである可能性は高い。

トレンチ西側法面写真

スケッチ範囲

西側法面

トレンチ調査位置図

２号原子炉

建屋

【敷地周辺の地質調査結果】

� 敷地周辺において実施した地質調査の結果から，明瞭な降下火砕物

は確認されていない。

トレンチ位置

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【地質地質地質地質調査調査調査調査①①①①】】】】
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顕微鏡写真

トレンチ西側法面スケッチ

肘折尾花沢テフラ

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【地質調査地質調査地質調査地質調査②②②②】】】】

「十和田aテフラ」の可能性

（給源の特定には至っていない）

【顕微鏡観察結果】

� 女川２号炉建設時の昭和60年に，東北大学理学部地質学古生

物学教室の中川助教授（当時）に試料を確認していただき，下

部の火山灰は肘折尾花沢に酷似し，上部の火山灰は十和田a

テフラの可能性もあるが，かなり不純物が混じっており定かでは

ないとのコメントをいただいている。

� なお，粒径については顕微鏡写真より0.02～0.25mm程度と推定

した。

【その他】

� 密度については，宇井（1997）を踏まえ，乾燥密度を0.7g/cm
3

，

湿潤密度を1.5g/cm
3

とした。



37
３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【地質調査地質調査地質調査地質調査③③③③】】】】

肘折尾花沢テフラ

【
14

C年代測定結果】

� 下部火山灰（肘折尾花沢テフラ）よりも下部で採取した

No.3及びNo.4試料（木片）からは，それぞれ，16,100±560

年前及び12,150±220年前との結果が得られた。

� また，下部火山灰（肘折尾花沢テフラ）よりも上部で採取

したNo.1試料（有機質土）及びNo.2試料（木片）からは，そ

れぞれ，9,520±250年前及び5,400±150年前との結果が

得られた。さらにそれよりも上部の試料も5,000～7,000年

前との結果であった。

12,150

±220

16,100

±560

5,400

±150

9,520

±250

肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢テフラはテフラはテフラはテフラは約約約約12,00012,00012,00012,000年前年前年前年前にににに噴出噴出噴出噴出したとしたとしたとしたと

考考考考えられていることとえられていることとえられていることとえられていることと整合整合整合整合しているしているしているしている。。。。

肘折尾花沢テフラが噴出した年代

←下部火山灰の標高

採取試料の標高と
14

C年代測定値

14

C年代測定及び火山灰の試料採取層準
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気象データ

（風向，風速）

降下火砕物シミュレーション

（Tephra2）

対象火山の抽出

入力パラメータ

・噴煙柱高度

・噴出物量 等

降下火砕物シミュレーション

（Tephra2）

①噴煙柱高度のばらつき考慮

②風速のばらつき考慮

③風向のばらつき考慮

Ａ：地質調査結果と

B：シミュレーション結果による

火山灰層厚の比較

基本

ケース

不確かさ

ケース

End

（地質調査結果による

火山灰層厚を採用）

start

（敷地の火山灰層厚確認開始）

A≧B

A＜B

基本ケース確定

End

（シミュレーションによる

火山灰層厚を採用）

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション：：：：概要及概要及概要及概要及びびびび対象火山対象火山対象火山対象火山のののの抽出抽出抽出抽出】】】】

【概要】

� シミュレーションを用いた降下火砕物の堆積厚さを確認するフローを示す。

【対象火山の抽出について】

� 敷地内で実施した地質調査の結果，肘折カルデラを給源とする肘折尾花

沢テフラと十和田を給源とする十和田aテフラが確認された。

� 肘折尾花沢テフラは最大層厚が10cm，十和田aテフラは最大層厚が6cm

である。

� 肘折カルデラと十和田の敷地からの距離は，それぞれ約117kmと約235km

である。

敷地内敷地内敷地内敷地内でででで確認確認確認確認されたされたされたされた層厚層厚層厚層厚がががが厚厚厚厚くくくく，，，，敷地敷地敷地敷地からのからのからのからの距離距離距離距離がががが近近近近いいいい

肘折肘折肘折肘折カルデラカルデラカルデラカルデラ（（（（肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢テフラテフラテフラテフラ））））をををを対象対象対象対象とするとするとするとする。。。。
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� 「Tephra2」は移流拡散モデルを用いたシミュレーションプログラムであり，火山灰の降灰範囲の予測や既往噴火の降灰状況の復元

を目的として利用されている（「Tephra2」を用いた再現計算の事例を補足説明資料p36に示す）。

� 移流拡散モデルとは火山灰の挙動を，重力による落下，風による移動（移流）及び空中で火山灰が自発的に散らばる現象（拡散）で

計算するものである。

� 風は高度毎に水平な一方向に吹くものとされ，拡散も水平方向のみが考慮されている。

� 火山灰は火口上に仮定されてた均質な噴煙柱から放出される。

「Tephra2」の移流拡散モデルと支配方程式（Tephra2 Users Manual（2011）に一部加筆）

落下速度

水平方向の風速

噴煙柱分割高さ

σ：ガウス分布の分散

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション：：：：解析解析解析解析コードコードコードコード「「「「Tephra2Tephra2Tephra2Tephra2」」」」のののの概要概要概要概要】】】】
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気象データ

（風向，風速）

降下火砕物シミュレーション

（Tephra2）

対象火山の抽出

入力パラメータ

・噴煙柱高度

・噴出物量 等

降下火砕物シミュレーション

（Tephra2）

①噴煙柱高度のばらつき考慮

②風速のばらつき考慮

③風向のばらつき考慮

Ａ：地質調査結果と

B：シミュレーション結果による

火山灰層厚の比較

基本

ケース

不確かさ

ケース

End

（地質調査結果による

火山灰層厚を採用）

start

（敷地の火山灰層厚確認開始）

A≧B

A＜B

基本ケース確定

End

（シミュレーションによる

火山灰層厚を採用）

� 肘折カルデラの噴出量，噴煙柱高さ及びその他の計算条件については，

以下のとおり設定した。

【噴煙柱高度について】

※町田（2003）に一部加筆

� 町田（2003）によれば，肘折カルデラの噴出物量0.69km
3

に対応する噴煙

柱高さは，10～25kmである。

� 風向の最頻値は高度20km付近で西風から東風に変わる月がある（次頁

以降参照）ことから，これらの変化も考慮する。

噴煙柱高度噴煙柱高度噴煙柱高度噴煙柱高度をををを25km25km25km25kmにににに設定設定設定設定するするするする。。。。

【噴出量について】

� 肘折カルデラは約12,000年前に活動し，噴出量は2.02km
3

，短時間で活動

のピークを迎えた（p21参照）。

� 12,000年前以降の噴出物は確認されていない。

� 上記の噴出量のうち火山灰の噴出量は，0.69km
3

であることが須藤（2007）

により報告されている。

降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のシミュレーションにのシミュレーションにのシミュレーションにのシミュレーションに用用用用いるいるいるいる噴出量噴出量噴出量噴出量をををを0.69km0.69km0.69km0.69km
3333

にににに設定設定設定設定するするするする。。。。

【その他の計算条件】

項目 単位 値 設定根拠

噴出標高 m 552 気象庁編（2013）より設定

噴煙柱分割高さ m 100 萬年（2013）より設定

最大粒径 mm 1/2
-10

Tephra2 Users Manual（2011）より設定

最小粒径 mm 1/2
10

Tephra2 Users Manual（2011）より設定

中央粒径 mm 1/2
4.5

Tephra2 Users Manual（2011）より設定

粒径標準偏差 mm 1/2
3

Tephra2 Users Manual（2011）より設定

岩片密度 kg/m
3

2.6 Tephra2 Users Manual（2011）より設定

軽石粒子密度 kg/m
3

1.0 Tephra2 Users Manual（2011）より設定

渦拡散係数 ㎡/s 0.04 suzuki（1983）より設定

拡散係数 ㎡/s 300 萬年（2013）より設定

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション：：：：入力入力入力入力パラメータパラメータパラメータパラメータ（（（（肘折肘折肘折肘折カルデラカルデラカルデラカルデラ））））】】】】

シミュレーションを用いた降下火砕物の堆積厚さ確認フロー
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風速 風向

４月

風速 風向

５月

風速 風向

６月

� 降下火砕物シミュレーションに用いる風速及び風向の

気象データについては，ワイオミング大学より1978年

～2007年までの30年間のデータを取得し，風速は月

別平均値，風向は月別最頻値を求めた。

� 風速は冬季の最大60m/s程度（ジェット気流）である。

� 風向は西風が卓越しているが，夏季及び冬季の成層

圏においては東風になる傾向が示されている。

http://weather.uwyo.edu/upperair/sounding.html

風速 風向

１月

風速 風向

２月

風速 風向

３月

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション：：：：気象気象気象気象データ①データ①データ①データ①】】】】

西風 東風

風速データ

風向データ

風速の平均値

風向の最頻値

凡例

気象データ

（風向，風速）

降下火砕物シミュレーション

（Tepha2）

対象火山の抽出

入力パラメータ

・噴煙柱高度

・噴出物量 等

降下火砕物シミュレーション

（Tepha2）

①噴煙柱高度のばらつき考慮

②風速のばらつき考慮

③風向のばらつき考慮

Ａ：地質調査結果と

B：シミュレーション結果による

火山灰層厚の比較

基本

ケース

不確かさ

ケース

End

（地質調査結果による

火山灰層厚を採用）

start

（敷地の火山灰層厚確認開始）

A≧B

A＜B

基本ケース確定

End

（シミュレーションによる

火山灰層厚を採用）

シミュレーションを用いた降下火砕物の堆積厚さ確認フロー
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風速 風向

１０月

風速 風向

１１月

風速 風向

１２月

風速 風向

７月

風速 風向

８月

風速 風向

９月

西風 東風

http://weather.uwyo.edu/upperair/sounding.html

風速データ

風向データ

風速の平均値

風向の最頻値

凡例

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション：：：：気象気象気象気象データデータデータデータ②②②②】】】】

� 降下火砕物シミュレーションに用いる風速及び風向の

気象データについては，ワイオミング大学より1978年

～2007年までの30年間のデータを取得し，風速は月

別平均値，風向は月別最頻値を求めた。

� 風速は冬季の最大60m/s程度（ジェット気流）である。

� 風向は西風が卓越しているが，夏季及び冬季の成層

圏においては東風になる傾向が示されている。

気象データ

（風向，風速）

降下火砕物シミュレーション

（Tepha2）

対象火山の抽出

入力パラメータ

・噴煙柱高度

・噴出物量 等

降下火砕物シミュレーション

（Tepha2）

①噴煙柱高度のばらつき考慮

②風速のばらつき考慮

③風向のばらつき考慮

Ａ：地質調査結果と

B：シミュレーション結果による

火山灰層厚の比較

基本

ケース

不確かさ

ケース

End

（地質調査結果による

火山灰層厚を採用）

start

（敷地の火山灰層厚確認開始）

A≧B

A＜B

基本ケース確定

End

（シミュレーションによる

火山灰層厚を採用）

シミュレーションを用いた降下火砕物の堆積厚さ確認フロー



43

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

女川：0.3cm

女川：0.4cm

女川：0.4cm

女川：0.2cm

女川：0.1cm

女川：0.2cm

女川：0.8cm

女川：0.5cm

女川：0.1cm

女川：0.2cm

女川：0.2cm

女川：0.3cm

mm

� 肘折カルデラ（肘折尾花沢）を対象とした降下火砕物のシミュレーションを実施した結果，

敷地における火山灰の層厚は0.1～0.8cmであった。

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション：：：：基本基本基本基本ケースケースケースケース結果結果結果結果（（（（肘折肘折肘折肘折カルデラカルデラカルデラカルデラ））））】】】】

気象データ

（風向，風速）

降下火砕物シミュレーション

（Tepha2）

対象火山の抽出

入力パラメータ

・噴煙柱高度

・噴出物量 等

基本

ケース

start

（敷地の火山灰層厚確認開始）

基本ケース確定

シミュレーションを用いた降下火砕物の堆積厚さ確認フロー（抜粋）

文献で示されている肘折尾花沢テフラの層厚との対比については，補足説明資料p37-41に示す。
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７月

女川：0.8cm

mm

降下火砕物のシミュレーション

における不確かさを考慮

①噴煙柱高さに関する不確かさの考慮

25km
（
基

本
ケ

ー
ス

）

30km
（
不

確
か

さ
ケ

ー
ス

①
）

20km
（
不

確
か

さ
ケ

ー
ス

①
’
）

基本ケース（25km）に対して，

±5kmを考慮する。

②風速に関する不確かさの考慮

基本ケース（平均風速）に対して，

±σ（標準偏差）を考慮する。

③風向に関する不確かさの考慮

基本ケース（最頻値）に対して，火山から敷地に向う仮想的な風を

考慮する。

� 降下火砕物シミュレーションにおける不確かさを

考慮する。

� ７月の気象データを用いたケースが，敷地に最も

堆積する結果となったため，このケースを基本と

して，噴煙柱高さ，風速，風向の不確かさを考慮

する。

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション：：：：不確不確不確不確かさのかさのかさのかさの考慮考慮考慮考慮（（（（肘折肘折肘折肘折カルデラカルデラカルデラカルデラ））））】】】】

敷地に向う風を抽出

肘折

敷地に向う風：100.77°

抽出範囲

：±11.25°

降下火砕物シミュレーション

（Tepha2）

①噴煙柱高度のばらつき考慮

②風速のばらつき考慮

③風向のばらつき考慮

Ａ：地質調査結果と

B：シミュレーション結果による

火山灰層厚の比較

不確かさ

ケース

End

（地質調査結果による

火山灰層厚を採用）

A≧B

A＜B

End

（シミュレーションによる

火山灰層厚を採用）

シミュレーションを用いた降下火砕物の堆積厚さ確認フロー（抜粋）



45

� 噴煙柱高さの不確かさ（±5km）を考慮した結果，最も女川原子力発電所に

火山灰が堆積するのは，基本ケースと不確かさケース①であった。

基本ケース：平均風速（７月）

女川：0.8cm

ケース

噴煙柱

高さ

女川の

火山灰層厚

基本基本基本基本ケースケースケースケース 25km25km25km25km 0.8cm0.8cm0.8cm0.8cm

不確不確不確不確かさケース①かさケース①かさケース①かさケース① 30km30km30km30km 0.8cm0.8cm0.8cm0.8cm

不確かさケース①’ 20km 0.7cm

噴煙柱高さの不確かさを考慮した結果
不確かさケース①：噴煙柱高さ30km

女川：0.8cm

mm

不確かさケース①’：噴煙柱高さ20km

女川：0.7cm

mm

mm
25km

（
基

本
ケ

ー
ス

）

30km
（
不

確
か

さ
ケ

ー
ス

①
）

20km
（
不

確
か

さ
ケ

ー
ス

①
’
）

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価

【【【【シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション：：：：不確不確不確不確かさのケース①かさのケース①かさのケース①かさのケース①（（（（肘折肘折肘折肘折カルデラカルデラカルデラカルデラ））））】】】】

降下火砕物シミュレーション

（Tepha2）

①噴煙柱高度のばらつき考慮

②風速のばらつき考慮

③風向のばらつき考慮

Ａ：地質調査結果と

B：シミュレーション結果による

火山灰層厚の比較

不確かさ

ケース

End

（地質調査結果による

火山灰層厚を採用）

A≧B

A＜B

End

（シミュレーションによる

火山灰層厚を採用）

シミュレーションを用いた

降下火砕物の堆積厚さ確認フロー（抜粋）
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基本ケース：平均風速（７月）

女川：0.8cm

不確かさケース②：平均風速（７月）＋標準偏差

女川：0.6cm

� 風速の不確かさ（±標準偏差）を考慮した結果，

最も女川原子力発電所に火山灰が堆積するの

は，基本ケースと不確かさケース②’であった。

ケース 風速

女川の

火山灰層厚

基本基本基本基本ケースケースケースケース 平均平均平均平均 0.8cm0.8cm0.8cm0.8cm

不確かさケース② 平均＋１σ 0.6cm

不確不確不確不確かさケース②かさケース②かさケース②かさケース②’’’’ 平均平均平均平均－－－－１１１１σσσσ 0.8cm0.8cm0.8cm0.8cm

風速の不確かさを考慮した結果 mm

不確かさケース②’：平均風速（７月）－標準偏差

女川：0.8cm

mm

mm

降下火砕物シミュレーション

（Tepha2）

①噴煙柱高度のばらつき考慮

②風速のばらつき考慮

③風向のばらつき考慮

Ａ：地質調査結果と

B：シミュレーション結果による

火山灰層厚の比較

不確かさ

ケース

End

（地質調査結果による

火山灰層厚を採用）

A≧B

A＜B

End

（シミュレーションによる

火山灰層厚を採用）

シミュレーションを用いた

降下火砕物の堆積厚さ確認フロー（抜粋）

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価

【【【【シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション：：：：不確不確不確不確かさのケース②かさのケース②かさのケース②かさのケース②（（（（肘折肘折肘折肘折カルデラカルデラカルデラカルデラ））））】】】】
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� 風向の不確かさ（敷地に向う仮想風）を考慮した結

果，最も女川原子力発電所に火山灰が堆積する

のは，不確かさを考慮したケースであった。

ケース 風向

女川の

火山灰層厚

基本ケース 最頻値 0.8cm

不確不確不確不確かさケース③かさケース③かさケース③かさケース③ 敷地敷地敷地敷地にににに向向向向うううう仮想風仮想風仮想風仮想風 1.4cm1.4cm1.4cm1.4cm

風向の不確かさを考慮した結果

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション：：：：不確不確不確不確かさケース③かさケース③かさケース③かさケース③（（（（肘肘肘肘折折折折カルデラカルデラカルデラカルデラ））））】】】】

基本ケース：風向最頻値（７月）

女川：0.8cm

mm

不確かさケース③：敷地に向う仮想風

女川：1.4cm

mm

降下火砕物シミュレーション

（Tepha2）

①噴煙柱高度のばらつき考慮

②風速のばらつき考慮

③風向のばらつき考慮

Ａ：地質調査結果と

B：シミュレーション結果による

火山灰層厚の比較

不確かさ

ケース

End

（地質調査結果による

火山灰層厚を採用）

A≧B

A＜B

End

（シミュレーションによる

火山灰層厚を採用）

シミュレーションを用いた

降下火砕物の堆積厚さ確認フロー（抜粋）
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気象データ

（風向，風速）

降下火砕物シミュレーション

（Tepha2）

対象火山の抽出

入力パラメータ

・噴煙柱高度

・噴出物量 等

降下火砕物シミュレーション

（Tepha2）

①噴煙柱高度のばらつき考慮

②風速のばらつき考慮

③風向のばらつき考慮

Ａ：地質調査結果と

B：シミュレーション結果による

火山灰層厚の比較

基本

ケース

不確かさ

ケース

End

（地質調査結果による

火山灰層厚を採用）

start

（敷地の火山灰層厚確認開始）

A≧B

A＜B

基本ケース確定

End

（シミュレーションによる

火山灰層厚を採用）

シミュレーションを用いた降下火砕物の堆積厚さ確認フロー

降下火砕物のシミュレーション結果

【【【【降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物によるによるによるによる影響評価影響評価影響評価影響評価のまとめのまとめのまとめのまとめ】】】】

� 文献調査文献調査文献調査文献調査のののの結果結果結果結果，，，，女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所のののの敷地敷地敷地敷地にににに降灰降灰降灰降灰したしたしたした可能性可能性可能性可能性ののののあるあるあるある降下降下降下降下テフラテフラテフラテフラはははは，，，，いずれもいずれもいずれもいずれも10cm10cm10cm10cm以下以下以下以下であるであるであるである。。。。

� 敷地内敷地内敷地内敷地内でででで実施実施実施実施したしたしたした地質調査地質調査地質調査地質調査のののの結果結果結果結果，，，，最大層厚最大層厚最大層厚最大層厚10cm10cm10cm10cmのののの降下降下降下降下テフラをテフラをテフラをテフラを確認確認確認確認したしたしたした。。。。

� 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のシミュレーションののシミュレーションののシミュレーションののシミュレーションの結果結果結果結果，，，，敷地内敷地内敷地内敷地内でででで確認確認確認確認されたされたされたされた降下降下降下降下テフラテフラテフラテフラ（（（（給源給源給源給源：：：：肘折肘折肘折肘折カルデラカルデラカルデラカルデラ））））はははは層厚層厚層厚層厚1.4cm1.4cm1.4cm1.4cmであったであったであったであった。。。。

⇒⇒⇒⇒以上以上以上以上のことからのことからのことからのことから，，，，敷地内敷地内敷地内敷地内でででで確認確認確認確認されたされたされたされた最大層厚最大層厚最大層厚最大層厚10cm10cm10cm10cmをををを，，，，女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所でででで考慮考慮考慮考慮するするするする降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの層厚層厚層厚層厚とするとするとするとする。。。。

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．１１１１ 降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの影響評価影響評価影響評価影響評価 【【【【まとめまとめまとめまとめ】】】】

ケース 不確かさの考慮

女川での火山灰層厚

肘折カルデラ

基本ケース（月別） － 0.8cm

不

確

か

さ

ケ

ー

ス

噴煙柱高さ

30km 0.8cm

20km 0.7cm

風速

平均＋１σ 0.6cm

平均－１σ 0.8cm

風向 敷地に向う仮想風 1.4cm

� 肘折カルデラを対象とした降下火砕物のシミュレーションの結果，最大でも女川の層厚は1.4cm

であった。

� 敷地内で確認された肘折尾花沢テフラは，局所的であったことから，シミュレーションの結果を

踏まえると，侵食よりは降下後の再堆積の影響により最大10cmの層厚になったと考えられる。

【降下火砕物のシミュレーションのまとめ】



49

「原子力発電所の火山影響評価ガイド」より抜粋，一部加筆

� 発電所の安全性に影響を及ぼす可能性のある火山

事象のうち，火山性土石流，噴石，火山性ガス，その

他の事象等について検討を行った。

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．２２２２ 敷地敷地敷地敷地をををを中心中心中心中心とするとするとするとする半径半径半径半径160km160km160km160km内内内内のののの火山火山火山火山によるによるによるによる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの影響評価影響評価影響評価影響評価
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火山名

敷地からの

距離(km)

火山性土石流他 飛来物（噴石） 火山ガス

その他の火山事象

120km 10km 160km

焼石岳 102 ○

敷地と火山は北上山地に隔てられ

ており，敷地付近に流下する大きな

河川がないことから，発電所への

影響を考慮する必要はないと判断

○

敷地と火山の距離から，発電所に

影響を及ぼす可能性はない

○

敷地は太平洋に突き出す牡鹿半

島に立地しており，火山ガスが滞

留するような地形ではないことから，

発電所への影響を考慮する必要

はないと判断される

○

低周波地震及び熱水活動が認め

られないこと，敷地と火山は十分

な離隔があることから，発電所に

影響を及ぼす可能性はない

鳥海山 148 ○

敷地と火山の距離から，発電所に

影響を及ぼす可能性はない

栗駒山 87 

○

敷地と火山は北上山地に隔てられ

ており，敷地付近に流下する大きな

河川がないことから，発電所への

影響を考慮する必要はないと判断

鳴子カルデラ 76 

肘折カルデラ 117 

月山 129 ○

敷地と火山の距離から，発電所に

影響を及ぼす可能性はない

蔵王山 97 ○

敷地と火山は北上山地に隔てられ

ており，敷地付近に流下する大きな

河川がないことから，発電所への

影響を考慮する必要はないと判断

吾妻山 140 

○

敷地と火山の距離から，発電所に

影響を及ぼす可能性はない

安達太良山 136 

磐梯山 153 

影響影響影響影響をををを評価評価評価評価すべきすべきすべきすべき火山事象火山事象火山事象火山事象はないはないはないはない（（（（降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物についてはについてはについてはについては評価対象評価対象評価対象評価対象）。）。）。）。

� 原子力発電所に影響を及ぼし得る火山について，影響を評価すべき火山事象（火山性土石流，飛来物（噴石），火山ガス及びその他の火山事

象）の抽出を行った。

３３３３．．．．原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出

３３３３．．．．２２２２ 敷地敷地敷地敷地をををを中心中心中心中心とするとするとするとする半径半径半径半径160km160km160km160km内内内内のののの火山火山火山火山によるによるによるによる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの影響評価影響評価影響評価影響評価

○：発電所に影響を及ぼす可能性はない

×：発電所に影響を及ぼす可能性がある
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４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ
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【【【【原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山火山火山火山のののの抽出抽出抽出抽出】】】】

� 敷地を中心とする半径160kmの範囲には， ３１の第四紀火山がある。

� 敷地を中心とする半径160kmの範囲の第四紀火山（３１火山）について，完新世の活動の有無，将来の活動可

能性の検討を行い，原子力発電所に影響を及ぼし得る火山として，焼石岳，鳥海山，栗駒山，鳴子カルデラ，

肘折カルデラ，月山，蔵王山，吾妻山，安達太良山及び磐梯山の１０火山を抽出した。

【【【【抽出抽出抽出抽出されたされたされたされた火山火山火山火山のののの火山活動火山活動火山活動火山活動にににに関関関関するするするする個別評価個別評価個別評価個別評価】】】】

� 敷地との距離，地形的条件，１０火山の個別評価等の結果から，設計対応不可能な火山事象（火砕物密度流，

溶岩流，岩屑なだれ他，新しい火口の開口及び地殻変動）が発電所に影響を及ぼす可能性はない。

� 既往最大の噴火を考慮しても発電所に影響を及ぼさないと判断されることから，モニタリングの必要性はない。

【【【【原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし得得得得るるるる火山事象火山事象火山事象火山事象のののの抽出抽出抽出抽出】】】】

� 敷地における降下火砕物の層厚は，文献調査結果，地質調査結果及びシミュレーションの結果から，10cmとし

て評価した。

� 火山性土石流，飛来物（噴石），火山性ガス及びその他の火山事象のうち影響を評価すべき事象はない。

４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ

女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所においてにおいてにおいてにおいて考慮考慮考慮考慮すべきすべきすべきすべき火山事象火山事象火山事象火山事象はははは，，，，降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のみであるのみであるのみであるのみである。。。。

またまたまたまた，，，，影響評価影響評価影響評価影響評価にににに用用用用いるいるいるいる降下火砕物降下火砕物降下火砕物降下火砕物のののの層厚層厚層厚層厚はははは10cm10cm10cm10cmとするとするとするとする。。。。

密度密度密度密度：：：：【【【【乾燥密度乾燥密度乾燥密度乾燥密度】】】】0.7g/cm0.7g/cm0.7g/cm0.7g/cm
3333

，，，，【【【【湿潤密度湿潤密度湿潤密度湿潤密度】】】】1.5g/cm1.5g/cm1.5g/cm1.5g/cm
3333

（（（（宇井宇井宇井宇井（（（（1997199719971997））））））））

粒径粒径粒径粒径：：：：0.020.020.020.02～～～～0.25mm0.25mm0.25mm0.25mm程度程度程度程度 （（（（顕微鏡写真顕微鏡写真顕微鏡写真顕微鏡写真よりよりよりより推定推定推定推定））））
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